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111石器l時代

後期更新世の狩猟採集社会

はじめに

武田石高泣跡武田西恥追跡武凹J京JiiJ遺跡でローム

府中から検出した石-(，#鮮は 石昔話製作技術や協組組成の

検討に適する充実した資料体であり 近接地域 (茨城県

北半を中心に近県の一部も含む 以下同検)では基準資

料となっている。武田商桁遺跡ではI 茨城県内の113石総

遺跡の発掘調査では初めて広域テフラ AT (姶良Tn火

山灰約2.6-2.9万年Jì~)を検出し 石器併を広域に対

比する端絡を得た点も成栄の一つである。

既刊の報告f!?では，これまで各遺跡(発抑制査区)に

限定して石詩碑を分析。記縦してきた。このため.武田

遺跡群の全体を過した旧石慌時代の検討すは謀組として残

され 先行研究や他遺跡への論及も十分とは言えなし寸J

成となっていた。1998年刊行の武日l石市遺跡の報告から

12年が経過し その間にも近後地域では訓査と研究が進

んでいる。総括祁i逃と Lての小柄では 武閉遺跡I洋の発

掘資料を今日的なl日石昔話研究の中に あらためて位置づ

けることを目的とする。この目的に向けてI いくつかの

論点では他遺跡、とも比較することで 地織の考古学的事

象の中に武田遺跡群の旧石器資料がもっ意義をさぐって

みたい。 なお採種石材の分#H.lii\~や名称!点数などは I

基本的に既rl)の各報告初を踏襲しているが いくつかの
変更占は注で説明した。小稿では制愛したf回目1)的な内容

については 各報告書の参照を臨lいたい。

I 編年的位置と時代背最

武田逃跡群では IEI 石総n;~代の第 I 文化府と第 E 文

化層の2つの文化!日を設定した[鈴木1991a](第 l図)。

これ以外の時期を示唆する石部も。後世の逃緋磁土など

ローム層外やt{，r+'外から単独で出土しているが 小者iで

は石器集中を構成する石総群を中心に記述する。

①第 I文化層の概要

第 I文化層は 武田i立跡株の第V府(耗j色硬質ロー

ム府)を 主な出土照準とする石i詩集中に設定した単位

である 。 武田西t?:~遺跡では 1990年から 1995ilô までの調査

で B-P地点と R地点で第 I文化府の石器集中を検出

した。メノウ 建玉 ガラス質黒色安山岩などを主体と

する合計1946点の石総群である [長沼2∞la]。各地占は

数+m離れていることから おそらく複数回の拠なる滞
在(屠住イベント)である可能伯が高いものの 編年上

は同 時期と判断した (注 1)。ゆ96年訓査の武田原前

遺跡A地点では ガラス質黒色安山岩を主体とする331

.12.の石器群を検出した [長沼2∞6]。
第V陪は ATを鍵胞に武蔵野台地の第2銀色部 (四

層 lX層)に対比される。武田遺跡群I人lでの117-さは30cm

litrl主である。占数の少ない石器集中でも 第四陪(ソフ

トロ ム)から。第VI府(黄色を;Hjびる制色町mローム
層。第四胞としたAgー KP 赤域IJli!(J， 約4.5万年前

の純層から雌れた粒子を含む)までの 籾11、い垂直分布

で石器が出土する。武田H;li日l遺跡A地点では m誌の大
きい石探 際の垂直;分布のピークは第VI，日の中部にある

こと。接合資料の垂直接合距離は20-30cmに多く。最大

で60cmを超えることが判明した。この現象について 人

類の活動によって石探群が地表に散布された後に 新柱

や生物活動なと'の思没後援乱が石器や礁を移動したと解

釈した[長沼2∞6]。
第 2 図に第 1 文化問の代表的な石掃を示す。 斧*~:O1昨

(20-22)と台形様石総(8.12-17)器部川l工 (3-4) 

一世11縁加工 (5) 二側縁加工 (1. 6)。部分加工 (2.

7. 9-11)のナイフ形石協を特徴とする (注2)。

ナイフ形石(，7fとその素材の石刃や縦長剥片では 淡い

第E文化層
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l 佐山IJ!J.!新l止の狩猟j，w!社会
ピンジ色に風化する日Jí頁岩や。白色のvfé紋~~'， トロト

ロイガラスU.!，I，¥色デイサイト)など特定の石材が日に

つく 。 これらはm土，I~】数 ・ 重量とも少ない上に 般合'tt

科や石核もわずかで 倣入品と判断できる。石刃や縦

長手1))'iには yI{部淵猿はまれに認められるが打而訓強は

ない。打開が広〈残る 末端が先制りする 断fmが'l， ~'，jî

な三111Jr~ を皐する 背而の一部に自然而 (iJ:3)を残す

などの特徴がある (第2図7. 9-)] 第9図2-5)。

武日1n;¥i而遺跡、A地点や武凹凶悩遺跡B地I主のように 石

刃や石刃~;材のW.F舷が出土しない石詩集中もある 。

これとは対IIff的に 台形様石器や削器の素材となる不

定形な剥片は大半がメノウ.碧玉 ガラス 1~!H色安山

岩である。点数量iitともに多く。石器lli"i'ではしばし

ば最多の石材となる。1T部を自然面が広く被う大型の号1)

H-や厚手の剥片多機な石核が出土し。接合資料も多い。

斧Jr~布保はホ Jレンフェルスや粗粒の安山岩など i前I:I';J.

徽術な剥J¥石部とは物性の呉なる石材である。

めI文化肘の石総i町と共通した特徴をもっ 近接J血肢

のまな石総を釣3-4図に示す。第i表はその内訳であ

る 。 !ìl 3 1~1で椛 ):lJ~;~ I~I河市一旦段A遺跡、の凶プロッジ石

~~ l咋では トロトロ石(報告では泥岩)を主体とする行

総集中が報告された[石本松本ぷ∞0)。先制11りする

l以手の縦長剥fiを紫材とした 基部加工と部分加工のナ

イフ形石器がある(1-6)。楢紫町大谷上ノ!点泣跡筋

l次調査の 1-r;. ， 2号プロックは 白色の流紋岩を主体

とする232占の石器i庁である[伊藤氏01)。集rl-'部外も合

めると台形様石探ナイフ形石総斧形石昔話が/1¥そろっ

ている (7-12) 。 羽目F~日 1 (現 那珂市)森戸逃閥、では

メノウを主体とする230.9:の石器群が報告された[加脱

1990 川口 長ii'.，，2∞2)。台形様石探 ナイフ形石昔話

ìl~手で小型の斧形石器がある 03- 19) 。 茨城町大知l遺

跡では メノウを主体とする133点の石器群が報告され

た[長谷川1998)。台形様石器がまとまっている (20-

23)。八郷町 (現石岡市)半田原遺跡では ホルンフェ

Jレスを主体とする約1800点の石器ll!ーが報告された [イllii主

1997)。ナイフ形石慌には基部力11工と部分加工がある(24

26-28)。台形線石器 (25)は透明度の高い県船石で{;{

HI illi と}~ られる 。 ホルンフェ jレスの斧形石器の刃部に li)f

JI~はみられない (29) 。

第41ヌ|でf日ケim町 (現かすみがうらil1')1:;-士比塚古

? 
" 

h古 lま.LL:lれ力11工のナイフ Jr~lî r，出 ( 30) と ~I.~船!石製の台

Jr~ .除行部 (3 1)が(;(1';認された。1ιT形峨ィIr，i品の:Hii'，!石は漆

リ『で透191J立がl止く ?::j Jj;t山illiの可能性が桁摘されてい

る[J I I 仁12αlOa) 。こl: iilì市 111川 ï~.tnr.下第 2 次調査では。 H'

nnむを主体とする 138}~)' の:rîr，1i:昨が検，'1.¥された [窪田

2∞4a)。良好な接合資料があり チャートの台形株石時

(32)が1'1う。目立ilj凶の:主古江'tl:r:1百年'tでは ï~J.tl1の

[j i#，'からメノウの台形撤石~~ (33 割i告件ではナイフ形

石*17)が報告された [荒引が996)0:Itilli町(現行方ili)

三車l貝塚では メノウのfi形様石総 (34)が確認されて

いる [注IJ12∞6)。千代川村 (現 下主，1;)西原遺跡D

l豆は26点の小規模な石総集中である [石)112仮泊]。台形

脱石総 (38)はfJ州産と思われる透明な引車11石である。

斧形石慌の刃部調整ないし再生景11n-の後合資料 (36)と

イI刃説材の削出 (37)は いずれも平Ijffi川水Zミを示唆す

るm色頁岩である。!/umli (現坂~iïlJ)拾二ゴゼ巡跡

では.i長wの住居断、からlJI土したメノウの斧形石総 (35)

が 当該JVIの可能性を指摘されている[織笠1996)。

ほかに栃木県茂木1111;1(，松逃跡 [中村1994.1997]， rr 
い;JTli磯 1.1 1遺跡、[j宇 i)~1977l イ./<tl! l' ilj J:. t;f;治湖、第2文化陪[山

1:5 松iílì他2004) も第 l 文化M と l匹l iillする 1ï+~~11下である。

当該JVIの遺跡、は 昨民・干郊の岡県で発川淵査例が多く

大鋭校環状分布 (いわゆる環状プロァク昨。環状ユニッ

1. )の隆盛が知られる[稲本2∞6)。後述するように茨

城県内では大規絞環状分布の隙1:な例は今のところ限ら

れるが。峨々な規模の行総集中の~~，J :rE 例は|円石器11寺代の

他時)UI と比べて多い。 その ~~I目、では。昨 119111L 千潟県に

おける 1[1 11 総n;~代の前川と おおむね辿即Jしているよう

である。

布~~!.f~ q ，や炉助など、人'll'iのf，'iW!JJi\跡をともなう年代

測定例には.土浦市山川古f此昨百~2 次訓査で炉跡の炭化

物試科が3.1万年前 (放射性炭0'';'1'代未較正以下問

機)[パリノ サーヴェイf.l<式会制2∞4)東京都府中市

武縦台遺跡iJljJ也区でもJPWifのj主化物試事'1で3.0-2.9万年

ijij [(株)地球科学研究所2∞4)。長野県1JiO町日l旬林B

泣跡 rrノ木遺跡の炭化物資料で3.3-2.8万年前 [山形

2∞03. 2000b]などがある。股年収jE年代は3.8-3.2万

年前となる[工藤2008]。日本Ijllμの科j血ですウマンゾ

ウの生，Uがr.u，認されている椴紫1，;Jf立体ステージ3 (5.8 

-2.8h '1'-iiij)の.l' g'iに相当する。この年代からみると
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第4図 第 I文化層に関連する近接地峻の主な石器 (2)

第I文化府は ユーラシア各地に拡散した行動的現代人

が海洋を波航して日本列品に到り 日本列μに悶有な自

然環境への適応をはかつてゆく過程で残された活動痕跡

の一部であり，日本列JJbのいわゆるEUP(Early Uppel 

Paleolithic)石器群に相当する ことになる[山tili2009

品回2∞9など]。
②第E文化層の慨要

第E文化層は 武田遺跡静の第mIl'l (ソフトローム)

の石器集中に設定した単位である。調査区内の標高が低

い地点には E回として男体七本桜『経石 (Nt-S)と

男体今市スコ リ ア (Nt - I )(ともに約 1.5万 :{I~iiiJ)の

I佐和が認められる。台地上の平坦而では散逃している別

査地点も多いものの?基本的には石器産出!日の上告11をテ

フラが押さえていると理解してよい。また石器鮮の霊的

分布幅は 点数が多い地点でも第 I文化陪よりも狭<，

大半がE陪内に収まる (第 l図)。石器が地表に散布さ

れてから現在までに経過した時!日lが第 1文化防よりも相

対的に短いことから。おそらく埋没後援乱が継続したl時

間も相対的に短いためと考えられる。

武田石高遺跡ではj9S8iloのA-F地点で石t詩集q"，を

検出した。各調査地点は述結され 石R:f1f宇の内容と綬

合関係から 全体を編年上は同一時WIと'1'llI折した [長

5 

沼1998]。メノウなどを主体とする1176点の石器群であ

る。武田西塙遺跡では1990iloのA地占の調査で ガラス

質黒色安山岩を主体とする76点の石総群を検出した[長

沼2001a]。第5図に第E文化防の代表的な石器を示す。

すイ 7形石部は二側縁力IIT (1 -9) と端部加工(12-

16)のセットである。彫器(18) 掻器(19)は石刃を

素材とした定型的なものである(注4)。里総石の両前

調整尖頭器(17)は後l!tの迂I椛磁土からの単独出土では

あるが第E文化府に帰属すると判断した。ここでは図

示していないが砂岩や緑色岩組粒の安山岩類による

片刃際器やilll石もU:'，ニl二している。剥片剥離は 稜形成

打I回調整などの石核制経と 180'の打而転移.石核を輪切

りにする打I町再生を介して 大小の石刃や縦長剥片を生

産する特徴をもっ。これに関連する接合資料も多く 遺

跡内で剥片事1I離が実施されたと判断できる。また按合資

料は完全な原石の状態に戻らないことから 遺跡外との

搬入鍛出の関係も柏認できる。

翠1I片石器の石材はメノウ (319点)の他に建玉(黄玉石)

(241収)と ガラス賀県色安山岩 (198点)が王体となる。

他にもチャート 喧m頁岩 Jil'i'l頁岩流紋岩ホルン
ブエルス トロトロ石泊.質岩珪化木 メノウの集合

岩。オパ jレなどが加わり，全体として多様な構成とな
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( 4 ' 5 ' 7 ' 20 武 IlliL4!i\':j泣跡 AJ血山その他武田石tiîjiH~‘)

第5図武田遺跡群第E文化周の代表的な石器

る。那珂川や久慈川の水系で採集可能とされる岩H!が多

い[柴日1. iJ.J本飽1998b 柴田2002など]。多くの岩組で祈

刃の生産が認められる点が 後述するように第 I文化防

とは大きく拠なっている。

こうした特徴は 静岡県の磐田原台地から関東平野の

南部をへて'出総台地にいたる範囲を中心に分布する [1'i'

1112000l 砂川WJ石r.:-f1洋と合致する。第6医lに近接地域

の主な右端を示す 。ひたちなか市半分山遺跡、F地山は

ガラス賀県色安 山岩を主体とする78}~~: の石昔話1昨ーである

[筏III2004bl。サイフ形石器は二制IJ縁力11工(1-2'6) 

と端部加工 (3-5)がある。7を報告者は二次加工の

角度からナイ 7形石器と1'111析している o 1~~総 (8) もある 。

日立市|ヒの台追跡第2次調査は メノウとガラλ賀県色

安山岩 珪1~頁岩の48点の石器官ーに炭化物の段、 rjl がf'i'う

[小JI12006l。二側縁加工 (9)と端部加工(JO)のナイ

7Jfj石総や.:n刃;{~材のf主総 01lがある 。 ;J~減目I羽 ~IÁ

。 10cm 
i 

山遺跡と大戸日士山遺跡は谷を陥てて隣接す一る。羽思山

逃跡の首~3 号石f，i-f.W中は 頁岩などを主体とする110点

の石総昨である。大戸富士山遺跡、第 l母 第3号 釘4

一日石器集中はメノウを主体とする あわせて166山の石

器l咋である[石川 小室2007a. 2007bl。ともに二側縁

加工と端部加工のナイフ形石総があり(J2-l7) 間設

打而の石刃核や石刃に関連する接合資料も雌認されてい

る。|ヒiili日r(現行方市)木工台遺跡 (18)牛抑川 UJJ.

湘来，!i)今林逃跡 (19)は石i品集中の全谷は不明なが

ら 二側縁))11工のナ イ 7Jf~石協が服認されている[);lj[1.I

2006lo 1.正J:J町(現鹿嶋市)伏見遺跡では「安山岩H王

悩系」なと'の;i!125点が出土し 二側縁)111ユーのナイ 7Jfj

石器がある (20-22)[秋本紙本1979l。石t詩集中は互

いに離れており 編年上の11寺!UJが興なる石持昨が混ざっ

ている可能性も指摘されている[稲本1995l。

他にも北茨城市制限遺跡第2次訓l査 [i!'.111小111

6 



ペロ
-

i
川
M
o

両
凶

n
th-

¥
凡
ゆ
望

A
N
V』

~一

-

h

尚
附

ω制
wv

(
A
V1

駐

仏

w
wvo
a
wvc

爪
切
v
J
A
V
vm

H
A
W
V
命

叫
脚
己
木工台(18) 今林(19) 伏見(20-22)

。 10cm 

第6図 第E文化府に関連する近接地域の主な石器

1985J. ，':j~)(市赤 iJí:泣閥、 [) 11 山~fl 972 ] 目立市jj{i-iij遺跡的

2次削査[川崎1982] 怖のイヴ遺跡、[金子他1982] 羽月l

山巡跡の第 l号石総jj;q，，玉虫村 (現小美玉r!i)大作

台遺跡[小玉 本l11，.2001] 阿見町菜畑i 入遺跡 [駒i'~

2005 指iil引小林2∞8J. 1刻城|町 (現筑西市)西原遺
跡[伊藤1988]で 而的な発掘調査により石器集中が検

出されている。これらは第6131のような定型的なナイフ

形石協が多数IJI1土しているわけではなく すイ 7形石慌

を欠務する巡跡もある。 しかしながら いずれもm土川
準がソフ トロームであること 大小の石刃や縦長翠Ij片を

間設打而lの石核から生産する翠'J片剥向性 ガラス賀誠色五:

山岩やメノウ 手宇都の頁岩を主体とする石材十;l'tlocで;1'、迎

している。おそらく第E文化問の石器H午を形成した集111

と同市[:な行動塑をもっ集団が 各地に残した活動保閥、と

E1われる。IJH.IIIT(現 1J¥i的T!i)厨台No，11' 12泣跡で

は二側縁加工ナイフ形石慌が報告されているが(第 61~!

23-24)， ，'1'.土位1Eは剥片類の集中からは離れているよ

うであり [橋本 袴塚飽1989J.むしろ後者のパターン

IIHi1."時代

ζ二三〉
O~~ 

であろう。

関東平~'J の lヒ部では 群馬県太旺lï!ïJlは三日l 戸 ~ I 口遺

跡A地山第 l文化府[岩崎1999] 栃木!!IL小ILi市八慨4到

来遺跡[苅孫1996] 上三川町多功1有限遺跡 [11.1口1999]

が良好な資料体である。旧石器l時代の他l待問!と比べると

訓資事例数は少なく 浅II1I火山の活発なi噴火活動や寒冷

化など l則東平yfj北部は当時 人類の生活環境が悲化し

ていた可能悩も想定されている 。 また旧石W~!時代のすべ

てのH引引を通じて剥ヨ'l'f9'Jの多い千葉県でも!他の1時IUJに

くらべてまとまった出土点数の遺跡の司I¥JJ'f.例は少なく

将わりに京|人Jmr' ~~~尖頭株を有する石部lr1の別行事例が多

い[ノJd主2002 辺淳2005会ど]。

逆にi品!Jli弓'野南部の武蔵町台地と相It止型J-eJ也では 砂

川JUJ1ip，:;酵の遺跡数 調査事例数は絡段に多く[石総文

化研究会側2000会どJ. !剥東'l[illT:1ヒ部や下総台地とは WJ 

f'Hな対日討をなしている。代表的な年代測定例には 神

奈川県大和市街問丙三ノ区泣跡第E文化肘で蝶i作付近の

炭化物が1.9-1.8万年前 [吉旺l宮崎也1999] 神奈川県

一一/一一



後押lili新世の狩猟l，Wl相会
第1表実剥図提示石器一覧{第3-4，6図}
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1[1石部時代

左第I文化層で言及する遺跡 右第E文化層で言友する造跡
ステージ3EUP石器群(約3万年前) ステージ 2LGM相当つ(約2万年前)

i大谷仁ノ院1

2鹿野場
3六アヶ1啄
4 西の>JI.:古川昨
5:-虫段A
6: ILJ7i 
7 : i集戸
8 :ilt目白羽眼前
9 'Jtl公

10:/J、m
II大郷
12半回収
口 三和川坂
14日i且塚古川
15山川古償訴
16機山
17西原(千代川村)
18>1合三ゴゼ

19: t!}'i!;旧時i1 
20上林
21:'ltm 
22:j鑑羽山
23下触4伏
24八胤11J11 
25日向林B-J'tノホ
26決磁台

27細附 37伏見
出場以 3s研台No.ll'l2
29憐の作北の台 39多功if!1(，(
10武Wli尚削峨 40八舗快克i
31半分山 川 西側(問城町)
32羽:.1.¥111- 42平町ノ台
大戸市":bli 耳l内，!t1t円、顕時折時俳)

33大作台 "現l民間戸井口

剖木ヨ台 " 今井三騎主
~\薬師入 (東内野M尖加盟石棺昨)
36今林 45追分第 I

46砂川
" 古n守市三丁目
晴天倒神社東
崎市稲荷
50下1J，(.'r:i:1見町
51下鶴J[lJj主婦長期T+I
52稲田丙二ノ18:
日本製川
臼 ~iW:ljヴ"

55:rtii詩的山

第7図 言及する遺跡の分布 (番号は第1表に対応)

藤沢市周囲13居前遺跡第IV文化府で包含暗中の炭化物が

1.9-1.7万年前[中村辻他2002]などがある。他にも1.9

-1.7万年前の測定値が多い[工藤2005.2008]。歴年較

正年代では2.5-2.0万年前となる[工藤2005]。これは殴

;f~同位体ステージ 2 の初頭にあたり 北半球の広い範闘

が最も寒冷となった 最終氷!v]j制tlWI(L GM)との年

代的な関連も伍目される (日一5)。第 I文化府の石器群

が賊された頃よりも いっそう祭冷かつ乾燥していたこ

とが考えられる。

③自然1量境と社会の変化

第 7 区lは小稿で言及する泣跡の位世を示す。綱~Íliや

J:g成が目的ではないので，図に示した他にも!第 I文化

府に|期jiliする泣跡は群馬県 千葉県にさらに多く[橋本

2006] 第E文化防に関連する遺跡は 武政~!i'台地や相 l

9 

絞野台地など JMI:m:平野の南部にはさらに多い[石器

文化研究会稲2000]，2∞2年のンンポジウムで硲認され
た茨城県の旧石器編年 [橋本初02]では 武田逃跡群の

第I文化府はIIa WI古段階(武蔵野ユ台地四府下部-x層
最上部) 第E文化胞はIIcWIAグループ(砂川!YJ)に

相当する。これらのIIJJにあたる時期は 武田遺跡群の調

査純凶では石i詩集中が未検出である(注6)。この空白

部分は，日本列)0の後期j旧石器時代において 前半期か

ら後半期へ移り変わるlI，mlにおよそ対応する。第I文化

府の石器群を含む前半期には 汎3;11J;占的とも言える広域

に同じような石器群が広がるが 第E文化府の石器1伴を

含む後半期lには，石器製作技術や遺跡の分布範囲など

の点で。独自色の強いグループが各地に発生する [佐藤

1992]。こ うした前半期から後半期への変化は 「環状の



l 後間J:!J!新世の村喜R保ffi相会

ムラから川辺のムラへjと表現された[安蒜1990] 遊

ffQJ生活集団が泣跡群を形成する機制 すなわち!剖I形態

の変化[佐li:主1997]とも対応している。

放射性炭素年代や海底ポーリングコアを扱った火山灰

肘停学などを介在させると 日本列島の後期旧石器時代

の前半J~Jから後半期への変化は 祭i暖の振服が大きい限

紫|百Jt立体ステージ3から より寒冷なステージ2への気

候変動とJUJをーにしている。寒冷化が進むことで，槌物

T針ii源E原針紫樹林や1平~~:原f公iユt観の堪増'加加1) 卸動J物資i源E即原¥、(大型i草?1 L 

食以の減少) 岩石r資tれi源即 (海水準{低正下や山i地由柏生の変化
による良f質T石材のσ採三l集i長4可H
や分布範凶 ?官密f，:'.度主が変化したにi逃韮いなしい、、。人聾類iは遊I則動リ由IJo生i七ミ

活をI前i町tri!1提lとした技術の範凶内で適応応、をはかつたのであろ

う。あるいは先行する石器貯を残した集団は撤退ないL

死滅し ひとたび証人と化した地に 別の段、聞があらた

めて進出して後続する石器群を残した可能性も 全くな

いとは言い切れない。

地域色の弘iい:{:ir.i-i群が各地に分立する"F象を 前半期l

よりも小さなさ2:IIJJ純聞に地域集団(ローカjレーグループ)

が成立した と説明する議論がある。地域集団1mの対立

を回避し ，、lコの再生産を円it?に進めるためにも!前半

JUJ とは典なる新しいJr~で'lì'iW網 婚姻副首が再編成された

という[111村1992b，2008など]。 他泣跡の放射性炭紫年

代によれば武田遺跡群の第I文化胞と第E文化防との

1111に約l万年IIIJもの時|自l差があることになる。それぞれ

の石探群を残した人類を取り巻いた自然的 相会的環境

が!第 I文化問と第日文化陪では大きく:日!なっていたと

も考えられる。

E 石材をめくる問題

①集団の遊動範囲と石材

遊ffVJ盟Jの手Hii(採集相会は 食松なとの有用資源の分布

や箭!立の季節的な変化に対して 居住地を移動して対処

する。その結果 ある程度の広がりの~llIJ íf~聞の中に

様々な内容の活動痕跡(遺跡)が分散した形で生じる。

日本初J!みの旧石器l時代研究でも ー遺跡の石器mーはこう

した移動生活のーコマと理解されてきた[加藤1970，戸

i!'，安蒜四1974 安蒜1977など]。 この理解に従うならば

武田遺跡1洋の石ifi十併を形成した人類活動を説明するに

も 武IIIj立跡群だけではなく 広い純閣の内容の異なる

lO 

遺跡、を結 1J'つけた検fN が必~となる。 それには人jj'jが食

総生産をUr.J/.If:iした後の 土地を何らかの形で所管ないし

領有するiiij1Jt いわば土地に限り付くような地域紛に基

づくのではなく 1101石総|時代当時の遊似J純凶を拘lる必要

がある。しかし尖|祭には 旧石r.i-il時代の'1"でも個目IJのl時

JUJごとに遊別IJn竜IllIがlJもなっていた可能組もあり その具

体的な指定は谷劫ではない。

この酎HIJJへの手掛かりを。石総石材に求めるtJt占があ

る [III村1992a' 2∞5 凹村 闇武他2003会ど]。 凶京平野
北部の山地には 剥片石総の製作に越した多様な岩稜が

ある。また実際に附耳L平野の全域における旧石器遺跡か

ら北部山地に111来するおH!が H寺JVJごと 小地域こ'と

に多峨な此比でI-B土している[旺i村 。浮野惚1987 柴田

1994など]。それらが 一体どのようなメカニズムで各地

の遺跡、に残されるに到ったのか。遊動範囲の推定と密接

に|品lわる研究課姐となっている。

②ガラス質黒色安山岩の採集可能地

ガラスtJ[;.I!色安山岩について筆者は以iiij.元;.';;濃度比

による半IJ別分析法の手町[を j!~Lm:する fj 図から 大洗海岸

の産地試料と一致した遺跡u.¥土石器について 「大洗海

岸iliiJと表記していた。 B(:J也試料を分析者が自ら大洗il~

J七で採集したこと 1:1体は31であるからであった。武田遺

跡群の11;[報告はすべてこの方針による。その一方で!多

くの岩体や流日告からの"正際が混在する際胞は産地試料と

して不適当[日l村1996 川村 ー|主Ii武他2004] 更新l!tの

illf，;1ciVl1H;下11寺に k洗i1lf，Wは有者正せず， その当時の人jj'jが

大洗 rilif.i，l Jで石総石材を採集したことはあり併ないと

の指摘[1日村 2005] もまた上記の低者の~":l週とは別に!

内容n'Jには妥当である。

今後 111者は森山[j秀一氏らが綻Il~\した 日光系盟色安

山岩" [森向。イ'liJ11 ，，2∞6]の考え方を参考として JJlI 

珂川系 との表記を)IJいることにした。この表記では

ガラス質問色安山岩の探集可能地として JJI;珂川の本流

だけを笠味しない。111村l在氏によると 那珂川本流の際

河床に加えて t:jJJ;i:火111や主主辿川丘陵 八前山地瓜辿

丘陵などから那珂川に合流する各河川とそれらの支流の

iiif J~~ それらが|別析する岩体の~'~IiJL 段 E際府まで広い

純1!lIとなる [111村2005]。現紅の大洗海岸の僚を那珂川

が供給したものと批7iZするならば[柴旺l山本他1998a

日l村 図武他2004]，大洗 il~i;;'，の産地試料と泣跡lJ\土石



協の元素itil正比がたとえ一致しても 遺跡を形成した当

時の人類が大洗海岸やその周辺で原石を採集したとの

解釈は一義的には成り立たないことになる。上述にJ1J，v、
した採集可能地の中から LH土石総の原石サイズや自然

簡の円ll'il立などに基づき 1.:，扶性のある範囲を狭めてゆ

く必!}2がある。それまでは 「郎Jiif川水系のいずれかの地

所で身、集Jと 帽をもたせた理llfiJl'に切めることが妥当と

考える。

ところで武田遺跡鮮でa七lしたガラスi1黒色安山岩の
石昔日は， 13 W¥iliiが広〈政る按合資料や WIJり始めで放楽

された石核など原石形状をJffi，Eできるi列は すべて拳穴

校皮の門際~超円際である。極端に大きなサイズや岩Jrl.

戸l礁の白蛇而が残る例はない。庁間の一部や打而にわず

かに1;1然而が残る石;持も 151石形状やサイズは不明であ

るが ローリングの進んだ転礁である。当時の人類が選

好したガラス質黒色'li:JIJ岩のJ11石は 岩体の保亘lやその

付近の巨大な岩腐や角際ではなく， iITf床や際陪の小ぶり

のi正際が中心であったと考えられる (a7l。

それでは派集地占のiITf床ないし際照は はた Lて逃跡

から近いのかそれとも迷いのか。現在では採集できない

地占でも 更新世当時は採集できた可能性もある。武川

巡跡1庁から述211できる地点の那珂1J 11;1:，今では氾法服

自然堤防j也管の泥河床となっている。しかし仮に ].!新

l止の海水準低下I時には喋河床であったならば例えば

武111ill跡訴から約l5km上流の千代橋付近の現在[JII仁1

2003]と似た河床の状態であったならば一 石J持石材に

好適な原石を容易に採集、できたかもしれない。

こうして武田遺跡群出土のガラス質国色安山岩の採集

地が遺跡の直下であった可能組も浮上する。頁岩Hiや

ホルンフェルスなど現在の千代杭付近の際河床で採集

できる岩税についても同様である。ただしこの可能伯を

目i< 1薙設するにも却下するにも )11'，可川固有の河川沿力

と発迷史地7昨年:の検討が求められる。海水準変動による

河川の下車Ijilfの変化植生や降水訟の変動による浸食刊

!IIの変化 それらの抜合として河川への擦の供給過税の

変化一年のIliJでも季節による変化など変数は多岐に

わたる[昨日長ii'i，.2008]。第 l文化府(約3万'I'.liij)

と第 日文化府(約2万年前)でも河H<の状態ひいては採

集し劾さが興なっていたかもしれない。

③岩体と河床の各利点

11 

旧石器時代

点数重量ともに武旧石市治跡武田西塙逃跡で多数

111.¥土しているメノウ(=王制)は現在 那珂川水系では

茂木l町付近 久慈川水系では山力111]W! 常陸大宮市)

祁沢付近で 剥片石慌に迎したj阜、石を採集できるとのjFli

plがある[川口長y白地2002 柴1112∞2 田村悶武飽
20例会ど]。メノウは他の岩石のrl-Iに脈やノジュールとし

て同所的に生成するため 地照をなすガラス質単色安山

れとは異なり 産出i止が多くはない。岩体の路頭、から下

流に離れた河床では採集が困難との説明は[旺l村19923

など] メノウには該当する。先述した千代橋の那珂111i"f 

床でも，遺跡から出土する準大吋イズのメ ノウ転礁の採

集は至mltである。茨城県全域で|円石器泣跡から出土した

石採石材を検討した柴ITI徹氏は メノウについて「ひた

ちなかi¥iや那珂町以Itで 111.¥土illが多い。水戸市より南で

は IJJ土はするが多くはない」と指摘している[柴田

2002， p22]。メノウも， (r!l!tl:iJ岩のうち法質ノジュー

ルに 1 1]j1~するものと同緑 町:Jfìîfl~ な産状に加えて訓れや

すい物仙ゆえに 岩体の路町lから下流に離れた河床では

J平集困難となることに|則iiliしていよう。

また那珂川に|浪らず 王~河川の中流域~下流域にお

けるチャートの河床転際は fir者の経験でも角状に破

昨して石器石材には適さない[1日村 国武2006など]も

のが多い。流下するうちにI皆殺的なi切れが進行す るもの

と考えられる。その一方で 物倒がきわめて頑丈で;lflJれ

にくいホルンフェルスや 地府として大hlに生成する lニ

に頑丈なガラス賀県色安 lli~ヨには.こうした指摘はま っ

たく当たらない。これらの法制では 岩体の島原から下

流に速く離れた河床や礁府でも 石器石材に適した質と

吋イズの原石を 比較的たやすく採集できる。

一般に山地などの岩休の仮駅付近では大きさ :Glで砧

突な採集が保fiiEされるが平野部のjITT床では下流に雌れ

るほど 不路実セiが7JJIまる[1日村1992aなど]。その一方

で 脆~m 不均質な部fiLは i~[T巾 lこ淘汰され. !j!1)片石{{fi;

に迎した均質で細粒級官な部分のみが結果的に残る占

またi昨ot草食JjRの狩tJ)jに迎したであろう平野部に近い占

は 河床ならではの長riiとなる。岩主f;ごとの物位の逃い

や 岩体の産状 (大規紋な地用として生成する岩石か!

日iji的なノジューlレや脈かなど)によって 遊動範聞の

<1'での採集し易さ ひいては人野lの文化的相会的な選

好も~~な っ たに違いない。 いちがいに全ての石材を岩体
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付近で町、集したとか。逆に遺跡に最も近い河床で採集し

たて?と決めつけてその先の解釈にiffiむと 妥当性の低い

議論にW{まるであろう。小杭でも確定的な匝l容を示すこ

とはできず。いくつかの見通しは後述するけれども 多

くは将来の研究課題である。

E 第 I文化庖の石器群

①茨城県における調査 ・研究略史

戸l悶96“4{年l'に山プ方f川で採集された「石核石甘器iiJは j地血f質t悩守学
的な制"り:(-/)

きれた [飯村 d引井|ド♂尻飽叫1965幻)01ω97符5年の発捌詰司淵M'I'，引査Fでは行

日桜品のI山u土l内'了数は多〈はなかつたものの佐l藤t隙暮迷夫氏は「石

核石2総iiJの矛系ミ統を '1靭削;h目川!リ引~ I恰皇鮮千半品に求めた [佐出藤~ lω976ω) 0 1970 

-80年代の茨城県の編年祭において この山方泣跡は

「敵打詩文化Jrナイフ形石器文化出現WJJrm IIYJJな
と'制年会の11i-r片部分に加えられ続けた [J11附1979 金子

1982 知町1982 鴨志旺11985など]。後に 「石核，i昔話J(第

91，，1 1 )は。 ATTf立の"音色帯に包蔵されていた，i刃核

の可能性を指摘されている [安斎1991 長崎1992 橋本

1995)。柄本勝峨氏の指摘のと おり IIa 期l中段|情 (いわ

ゆるV/I1\'1段|滑石 ~ffl咋)の可能性も残り 第 I文化附と1i11

l時IYIとのl析汁は|主lamではあるものの。後述する機会限定

的な石刃óUi'2に !日~J~する可能也もある。

19761/'.訓査の IJ:立市六 Yヶ塚遺跡、では ユニ ァト

NO.2 の抗日~1ヰ 207 山が硬貨ローム l腎色;mから IJ~土した。

岩干ii1 ;石総文化や山方遺跡に加えて 東北大学が;品111'

した殿山遺跡などとのl期連が 「鹿沼ノ守ミスのヒ」とい

う所凡もあわせて注fiされている[佐藤 館~j'飽1978) 。

19781/'. ;~，I 'I'l'の口立市j止野場遺跡は 大規模環状分布のIi

在が注101される以1両ながら その特異な平而分布状況が

記録 朝it，された意義は大きい (第10liil1)。武111遺跡

1庁の節 I文化附と共通するとも見える石昔話が写点図版に

示されているものの 笑訓1I図の公表は部分的であり資事|

化が弧i<地まれる。また「玄武岩製の両I日力11工際協jと

岩社i1の「才l製:fi斧」の類似性が指摘され。rJJ;l<iの羽l

謹也をのり越えた石刃技法が存在」との記述も lf(~であ

る[官I':l!j-必111錨1979)。

1991il'に鈴木紫行氏は 武田西端逃跡におけるATの

検出を受け 茨城県北部で発掘調査された旧石総遺跡の

府序対比をおこなった[鈴木1991b)。ここで11UJ-J措ill

一/2

跡と 198711'調査の森戸遺跡。そして武IU西出泣跡第I文

化脳がrv府中部jとして対比された。i去に人工泣物 (石
持)の特徴についても 武1日西協泣跡~ I 文化肘の石器

併を 武蔵野台地の政府から出土するお器官tに対比した

[鈴木1994)01995年には橋本氏が 下総編11ーをもとに茨

城県の旧石持編年を示した[柄本1995)。この'1'で脱野

tJ，~:i世跡森戸泣跡武田jLljI(::j遺跡、などは白他のいくつか

の泣跡とあわせて。武政野台地のV/I I~j 下部1-X 1(1以上部

(ss2. Jlu，龍野編年 1b JVJ)に相当する 11a JUli'i段階

に位世づけられた。

~n:者は2∞2'1'のンンポジウムにおいて この締本編年

にl!1lLた形による報告を担当した。そこではI町的な発期

，J，¥I査で石器lli'1'の内容が把握 朝if守された資料を中心と

して 茨城県内の当該!VIを概観した [長;112∞2)。ンン
ポジウム後の調査報告では 2∞3'1'湖資の土imrli山川
，'itJ'tltfの第2次調査で 台形様石器をともなう石?，~集rド

の良貯な筏合資料と。炉跡が報告されている。2007年調

子tの笠j/lJr!i小組l遺跡では 仁府の尖ITfi採石綿昨と分離L

がたい状態で石器集中が報告された [石川 早川2008)。

小指l遺跡では斧形石器(報告;lFでは打製石斧)がw土し
ているとの記1肢がある。

②機会限定的な石刃生産

~ l 文化肘では 武田西恥遺跡の接合資料を;1，1;1こI 事1I

1-r ，，'11離 ( ~石核リダクション ) を 5 つに 111 分した [長 ilj

2∞1b. 2∞2)。要占を再録する。
剥J-1剥離 Ui 大型の石刃 縦長事1I片の述統的判l離。

武[11阿Ji:j泣助の調査範囲内ではI 援ft?ft料もお核 (訂刃

核)も認められない。

'/.リJt剥離H類小型の石刃縦長l，!IJ}-;-の辿統的剥離。

J幸子干資料と石核は 1f711のみ確認されている (1'/色のiAe紋

判 ;ti8凶1)。

事IJJ'j剥瀧田類大型厚手量11/;-の剥離あるいは際の分;lpJ。

按合資料は7例認められた (メノウ ガラλ1i.!.I，¥色安111

円・流紋岩など第8図2-3)。

ポIJ片事1I離IV類 円盤状石核の求'L、状剥離。接合資料は

5 f9lJia.められた (メノウ 第81副8)。

剥H-剥離 V~罰 小型矩形剥片の打点勝助打而転移剥

雌。J事合資料は25例確認したo jljlj~詰状 f色叩状 4)イコ

ロ状など多様な形状の小型の石核も多く/Jj土している。

武I[JjLljti::j遺跡、第 I文化府でおこなわれていた世IJ)h川離刊
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(1=1 色の流紋岩)

剥片剥離E類

(工程連鎖Aの後半)

ii般の部分を引き続き
石肢として手111日

《工P
潟P

剥片量1)離V類

(工程連鎖Bの後半)

剥片を石岐の;{，;材
として利川

剥片剥離N類
(工程連鎖C) はじめから燥を紫材とした求，し、状ポ'1隊

サイズの大きな内総状のイI核

旧石器時代

2 

(ガラス t~{黒色安山岩)

最1)片剥離凹類
(工程連鎖Bの前半)

(11'11状の石核

謝意識 ~7
(烈玉')イコロ状の石核

。

2のみ武悶原1iiI遺跡
その他は武聞西I品遺跡

10cm 

第B図 第 I文化府の接合資料と剥片剥殿(治色は石核部分)
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山方採集資料 fHm岩(1)

ム 4ム
武田西塙(2-5)
白色の流紋岩(2-3) 王t質頁岩(4-5) 

長野県 八風山E ガラス11虫色安山岩(6) 。
第9図剥片剥離I類(工程連鎖Aの前半)に関連する資料
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業の大半は 本暫lに相当する (首~8 悶 4 - 7) 。

剥片'f，IJ出nmと1JJ'iはおそらく一連の過程であって
この中で生じる石刃や縦長引IJ)'，'は すイ 7形石器などの

素材に充てられたと解釈し これを工私l述Ji'iAとした。

剥片剥離nrJJ'iで生じた)平手 大却Jの手1))-¥は事IJ片事iJ離Vの

石核素材となると考え この'1'でと1'. じる不定 Ir-~ . HiJr~の

事iJf'， は台形様石総なと'のポ材に光てられたと解釈し こ

れを工程述鎖B とした。 ILJ~~状石核の手IJ 片翠iJ縦 IV JJ'iで生

じた剥片も 削擦やナイフ形石器台形保有器なとの素

材を供給した可能性がある。ABからは独立させて工程

述i1!cとした。工私l述HiBでも (0.'1'状 求心i犬なと円般
状に似た残核形状となることもあるが l早手の事IJ)"を石

核素材としてリダクションが進むために，:i核は小型とな

る。これに対 して工絞述飢Cでは。おそらく似石からの

リダクシヨンI-JH始の直後から求心状の辛IJ雌として進行す

る結栄 相対的に大引の波紋となる(第8[ZI左下)。

武田国f向遺跡の第 l文化11'，1では ::n1jlj!!WlAの石刃

縦長剥片やそれに|則する総位はj舵入品である一方で 工

程述鎖Bは活発に石器製作がおこなわれていた。工程連

鎖Cに関連する大出の円自症状，i校は複数が山土している

が接合資料は工程述Jj'lBよりも少ない。武田民z前遺

跡A地点では 工程迎jJ'lA に|刻する，ï"品と工私E述~j，cの

石核は欠落し工fr述fi'iBの桜介資料が多数同認されて

いる。こう した状態1;1:.佐膝宏之氏が「二極怖造」 日l

村隆氏が 「二羽的モード」と概念化した 場(遺跡、や地

点)を逃えて異なる|人13年の布緋併が残される 後IUJ旧石

総11寺代前半JVI に Jl~ く認められるあり方を示している[弘

勝 1988.1990. 1992 日l村1989)。佐府、氏らは石刃が

主体となる石総群と不定形手IJ)"，が主体となる石器群を

ij~1 なる系統の交代や編年上の11初日lをと理解するのではな

く同じシステムのqJにおける機能なと'のi主いと考えたo

f医者もこの理解にならっている。

一方で異なる系統の石ilif怖が。 11'1fijでは分解できない

l時1m差で交代して それらのfiri!IijJ 1i-f.跡が例別の地域や発

抑制査区にlfJ:ね告かれている可能i'1も 論型1¥.1:.は掛|徐し

がたい。大|控の旧石総では 媒冷 l吃燥した地域 。時IUJ

に石刃技術をはじめ~':jJ，立にれ理i10 1J:Tî昔話鮮が発達し 逆

に渦暖 湿潤な地域 11寺JUJには不定形;，!IJ片の石器群が発

現するとの 大まかな傾If'Jがある (a8)。かつては発

展段階論 (低劣な文化かり進歩した山liな文化へ)で理1

111石器時代

解されることもあったが 科jjj採集相会に見られる文化

のi主いは。環境行抑制4造への適応技術の述いに縦差す部

分が大きい。また椴%問1立体ステージ3のIl本Ji'J品では

京阪の大きな変化がt 数Î3":tjーから千年税 J}.tの l時 II\J~!1百で繰

り返し生じていた[公文 河合他20C丸ど]。とすると 1I

本列μの後JVJIII ，ï"~時代前半!UJ でも ;J}f冷なJJ;1.1'Jlに適応

した"J.);{'i(，日lifと 沿l援な環境に適応した不定'JIHlj)ni
22併とが気候変動と rr千J，t、して数百年~千年程肢の時IIH

幅で何度も交代していたにもWIわらず現時占での考古

学上の方法論では まだ十分にそれを分解できていない

との可能伯も残る (討9)。

もちろん現状の逃助形成論の解像度で1;1:.こ うした理

解を強〈 王似することは。 まだ困難である。後述する斧

~lj1i r.;fと令わせて当該JUIには 石刃や縦長剥片による刺

尖Jt. 不定形利)'，によるl})裁具 頑丈で欠けにくい石材

による斧形:ri?:;;:という 大略31:'1搭lの石p.i-f製刊がlJI')1/さ

れたとfH;とすることが[稲田2005会ど] 迫J-tのtl1tJocとい

う~:ll.山からは J]!iH しやすい。 また後述する大規tt1Jft状分

布の縦十台性と再現制からも 上記3者を共l時的と見る惣

定が今のところ おおむね妥当と言えよう。

工税述Ij'iAのI泊l'は 武田遺跡群の来「出l査純[!lIに製作

JH跡が残されている可能性も皆M:ではない。しかしここ

ではTi主jの辿続(10ol'.~!iにIllI:illiする活動保跡として。距離

的に跳れているが長野県j!，"AT1i八}長l¥IJIII 地助、 Wii出、

1999)を挙げておく(第9図6)。逃跡はガラス抗虫色

女1111-;-の布、引が山山に有拍ーする 際?，~j1000111付近の山地

の級糾1Mに 1:U也する 。 発掘前査と 71レイで 5794.'~i の石総

Ii¥"を検出L.その大半がガラス黒色白安山岩である。板

状のIJUi(れ府)や大型翠iJ片を石核の素材として 小口

から先調11りでl平手の石刃を剥脱する Wiiiij2007b)。第9

図下i主の接合資料に示した接合資料は 大型剥)i'が石核

素材になっている例である。このよ うな過品Yで (注lO)

厚手で先制り ??而の一部や打面に自然而を残す第 l文

化肘のわ刃が景IJ雌されたのであろう o もちろん 八風山

II遺跡で生泣きれたその正l刃が直接、武凶起I助、1洋の自i¥! 

文化1¥;1にl'-¥ち込まれたと弥氏主張する意図はない。八風

rJ I II ill幼とI，;IH，に 大ll!!の石核から先制11りの厚手石刃を

生産している未発見の活動痕跡が 武田iJ1iJi':j ill跡でIJIj

Lている淡いピンク色に風化する珪質頁岩や白色の流紋

お トロトロイ1の大型原石を採集できる地にあって。石
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(!IIIコ長沼"か2002)3森戸

茨城県内の大規擬環状升布に関連する遺跡第10図

あって 環状の分布を強く 主張することはできない [川それらを素材 とするすイ 7Jf~石昔話はそこ刃や縦長最IJJ'i.

n 長沼抱2002]。半田原遺跡、では3ヶ所の石日詩集'1'に武111遺跡群に搬入されたと考えたい。で製作され

その部分だけを見ると仁段多数の石器が帝ffiしており③大規模環状分布に関連する遺跡

しかLの!庇illJ.tJ)j遺跡の右半分とたいへんよく似ている。今のとこ茨城県内で大規般環状分布の硫実な例は

ゐ~1 3!E対*範聞;-~I，l佐純聞い1では半円形にとどま っており I他にも森戸遺跡とと1'0111)j7，泣ろ1JEl')・場遺跡、のみであるが

外の石25分布が気になる。( ~ï I O 湖、は。大規般環状分<Iiとの関連が指摘されている

直後50mを超える巨大な大規般環状分布の代表例であ図) 。 森戸遺跡では 6 ヶ所の石採集中が円形に !I~んでr~

る 栃木県佐野市上林遺跡や昨 ，I:!~~I;~赤抑村 (現伊勢崎

ili)下削!.!Iニ伏遺跡 [岩崎1986]は 敵;fil百H立体ステージ

16 

各石器集中のw土点数も少
ない。ffi'1'する筒所のi日jにも石器は分布していることも

えるものの全体的に{伎役で



3の当時も 付近にIMJ!llや低湿地が存在しmたJl.J也にあ
る 。 多数の斧Jr~4ï (，ifと台形隊石器をrU:tした大脱般環状

分~ti ，長mT. t';~の 1'[/ 木ili湖、や日向林 B遺跡も 肝J)i.i叫に

近い。 小切 II[~ L\:は限定|古l位体ステージ 3 の tt ，jJUJに「行

動聞が野尻湖lを含む一'117にあったナウマンゾウの{肉体昨

は 無雪あるいは少勺の季節には野尻湖付近をl!t，Q.J血と

していたが多付あるいは冬の季節には百数一I-kmliii後の

移動を行って|品JJliを彼心地とし 野尻湖付近に包が町lえ

るころには本来の行動l到と佐官.場所に再び回仰する」と

の仮説を提起した [小j!!'2001.pp238-239]。小肝氏は

こうしたナウマンゾウの忽定移動ルートと. trr: ，I.!& ~11; に集

中する大規模環状分布との関係も暗示している。特定の

季節に結集し れj也や湖のまわりの視地に大J~9.t;i食似を

追いこむ狩猟がおこなわれたのであろうか。荻jJ&~I~でも

と|之江IJJ;t泣跡や千代川村I出版遺跡の透明な~H i'1出，ïを川いた

台形様石器は (~ 3 1~125 第4図38) 信州方ffliとの何

らかのl品lわりをうかがわせる。

大規t~~環状分布の一つ 千葉県酒々cjjotllTの段門沢市 l

遺跡第 I 文化肘では3946.'~; の石器が検出された。 49ヶ所

の石探集中が。川流ilim剖|人lだけでも長径約50mの狐をJill

< [新1H2005]。この石昔話鮮の石材梢成は ガラλi!{;，I:';

色安山岩を主体としてメノウ トロトロ石流紋幻日5

f1頁岩を含み 武 IIl iLlj~的遺跡第 I 文化肘と酷似している

}~Kが興味深い。 写災|宜l版で判断すると.ガラスn~.1，\ 色安

山岩はIJI¥珂川系の特徴を示すようである。 r総台地で

出土するメノウとガラス ïí~.I.毛色安山岩は 下総台地内の

万111m!'際肘などでj;n保されたとの想定もある。 しかし後

述のように )11¥珂川や久若¥111の水系でメノウやガラス質

黒色安山岩を採集した集聞が移動経路の一部として I~

総台地を通過。ないし滞在したことの結来であるかもし

れない。鍛古以南 l遺跡は 一武田西刷遺跡第 I文化府を

残したのと同級の行動型をもった集団が移動先で他グ

Jレープと合流し 大規模環状分布を残したイメ ージを強

〈喚起してやまない。各地に分散Lて資源探号‘を行って

いた集聞が結集して。それぞれの成果を報告 共有して

いたのであろうか[1;占[日2∞9]。
ところで武Illjllj怖巡跡のB地点 DJt血}~:a~ . r J也円 C 

K ' L j t!! !~;は，数 | から数百Ai の石r，~irr 1 -2ヶ所の石

器集中をなす一。別公対象純聞の問題も残るが，，;叫製作

の痕跡としては小規似といえる。工校述JJ'lsの接合資料

川有路時代

や石核l立。メノウとガラスt'l虫色't<iJ 1岩などに認められ

る。r，;fA1fiでは斧形石器台形様石持ナイ 7形石滞や 4

，i刃製の?，:;f'[!のうち いずれかを欠日存する。石刃や石刃

製の限利lを欠終する武ffll.点前iiWfAJ也山も このバター

ノである。近按地域では大畑遺跡 山川古I古群も こう

した小島H見な石総製作跡である。 干 f~川村 jlljJJ;(遺跡には

剥)'(，6慌を製作した痕跡はなく お刃を素材とした i~IJ 協

が搬入され 斧形石総の本体は欠}存するが接合する刃

部訓l稚ないし再生剥片がある。

なお当該JUJの斧形石器は。頑丈な石材による阿国石器

リダクションと考えられる [長il12∞2]。複数の泣跡HIJ
を令改的に持ち運ばれ 刃部再生なと'で縮小する過綬で

otじる:;IJ)\~を棋形石穏や削持なと'の素材に供給するな

ど微々な状態で 欠けにくい刃部が好ましい対%l物や

作業(木材。竹f!J.皮革1111工など)に!師i広〈伎われた

のであろう[須藤2007b淀2∞9など]。こう#えることで
斧}f~石昔話は製作泌跡や本体が伐る ill跡と彼らない遺跡が

あること サイズや形状の変興が大きいことを説明でき

る 。 さらに当該IUJ には紺l粒 。 級官な，ïl~ による定型的な

掻総 u立なめし具の刃部)が少ない師:ili'Jとも整合する。

当該jりlの斧)r~石持は 一見しただけでは純文|時代の石斧

(土1):1:川の打製 木材加工mのJI~製)と似た形平作り方

の石総ではあるが 道具としての脈絡は全く異なってい

たにi畠いない。

小規似な泣跡や器極構成に欠落のある逃跡は おそら

く|限定(10な作業や 短時間占拠のÌir，'llÚJ!j~跡であろう 。 武

IIIlLIjJi:，追跡のP地 t主 R 地点など点数は多いが大規紋環

状分布とはならない遺跡は 分散居住している状態で残

された活ll'JHji跡や 短時IIHの滞在~J:.r.跡が何@も重ねtbか

れている助合を含んでいるのかもしれない。

④旧石器時代の地域研究にむけて

このように第 I文化問の石総併では 石刃を生産した

的動1U.跡大規模環状分布 小規似な，i?，:;製作といった

l人l千五の災なるJ立跡が 各地に別々に伐されている。その

一方で。石総の製作技術やすイ 7形石総 台形様石器の

剖11分形態は 地域による変化が少ない。つまり広い範聞

に 同じような作り方の石慌が分布する。こうした特徴

は Jムい宅Jl¥JiTiU聞にわたる遊仰uot前を示すと思われる。

日l村降氏らは。房総半}，;jrtJ m~の廿i郁l 山地から下総台

地 鬼怒川水系の河成段丘をへて I'，'fjJj;{火山にいたる「下
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1 1主目IJ!J.!fJf 1ftの狩猟採M~副会

9!I' -:1ヒ総 lull~BJ を mtJî した。 「房総半):~第四紀更新|止に

おける陸上田w物の絡iWJ経路としては IIII!-IC町一北総回

廊以外には赴:tJ'EL科ないとすれば。 IIrMiil時代の狩猟

採集氏もこの制服に束縛され ここを繰り返し11き来し

たはずであるjとの見通しである[111村 |支|武也2003

p153]。さらに国武点克氏は 日本:yll);Jの各地に同線の

l叫叫が桜数存紅L. ，lP:船石など良n<ïÆ~ の産1'-1\1血はれ

Jレートの結問1111であったと主張する。H体例としてのr-I・

illi 北総IIIlmsJでは 紺l別の編年l時JUIによって「移動領

域」がI'1'紛していたと考えた[図武2008]。武III遺跡、併はI

匡l武氏が r~':j JJ;( tLI周辺と久慈川支流 (1.11 IIIJI 1.浅)11)を

両極とする旗開方向の移動領域Jを恕定した純聞に近い

ことになる(i-I'll)。

ところで武川治跡群の南方にあたる仮ケiIliの北山で

は 大却11遺跡(第713Jll)でメノウがまとまってmニ1:

し久主UIIから森戸遺跡!武田西塙泣跡。大却11遺跡の川(i

で F総合l血にIIiJかう移動経路が想定された[JlI仁1，fミi?J

d∞2]。品iヶ1mの東岸における発掘訓'i'f.1:刊は少ないが
大向lIill跡と下総台地の1111に位lU:する行方台地について!

窪IIITiJ-J~は JJII JíiJJII流域の利JII石材に近似した傾向を桁

摘Lている [rtlIIl2006]。こうした状況から川l寸武彦氏

は.行1rnJ出を「下総台地と石材のJj;t産地が存在する常

総地域の北 中部とを取り結ぶ移語QJij':千路となった可能性

が山ぃ」とJ;Iづ1mした[川仁12∞8a，p20]。一方で武凹遺
跡併の北方ではI 大規桜環状分布のJJU!Pj)j正I跡をへて

稲)::，;リ;~iJi;:iillりの大谷ヒノ眉遺跡に歪る(第7llill)。武

l王liLIj1r;:jjJ:m:にむ刃や縦長剥片として搬入された白色の流
紋岩は この経路を示唆する[柴日l 山本位1998b]。現

在は海市下の純凶は 吏新l止の海水準低下JYIに陵地で

あったことも .m~友である。 茨城県 lヒ部からメノウとガラ

ス質，rJ!:色'Z<'III岩が下総台地に供給されたとの仮説は[柴

田1994，2002 柴山 山本他1998b会ど] この太平洋岸Jレー

トの司自liで今後 あらためてlfI~となろう 。

内陸部の 「下9!I'-北総回廊Jを認めても!太平洋岸Jレー

トの反証にはならない。 下総台地で出土するガラス 1~烈

色安IJI告とメノウの採集地を すべて下総台地内の際府

とl珂定的に考えるl]J!由もない。ただしガラスn虫色安1.11
岩は万ITIHlI' I¥"jなど lご総台地l人lの際附での採集と那珂川

水系の刊IJぶあるいは際情での採集、を和1))11に判別すること

は。原l2Jj的には困難であろう。俊ケィmW:j，;!で発掘調査が

子~;.fl'(される中で 時IIlJをかけて検却されてゆくと思われ

る。これに対して局所(1'1に生成するメノウは 硬rm岩

のうちJili7'iノジュールに山来する一部と同様に "['iい主

主E河川下流にあたる1総台地l人1の傑Mではなく 茂木町

や市院大宮市なと'の岩体に近いドoll-l<や際府で採集された

可能性を 理論的には釘ーに!，[l.iじするべきである。

太平洋岸ルー トは !.!!.制イ1以外にも多様な主tt'tノ

ジューJレ!li'iや流紋岩jj'i.安1111'{'l!iも陀するt:jJj;( 111 mJ illと

比較すると 剥片石器にi直したれ般の多秘性は低いかも

しれない。 しかし食松やJ~般車!なと'iJ~洋資源へのアク七

スでは 内陸部とは異なる環境ftiif，(上の利占がある。当

H寺の人宮1は日本列応に船で入品(jした航ifl~民文化を継承し

ていた可能性があり。 当該}聞には判IHtJ，'J.;産県知!石をIII土

する泣湖、が存在することからも <ilI2) 当時の刊~i!f:適

応技術を疑う必要はないと1ιわれる。純度方向にIljlぴる

j也J~からは冬季はrtm ， 11 4"は北方といった避~~と避

Jl~' 的な手付1移動も jll 測できる 。 おそらく武田遺跡群は

太平洋伴の南 |ヒ移動と那珂川f17いの東西移動(r};J1接部

と沿;:~~:百 11)という 斜なる J~'!J1l 1ft加にアクヒスする Jレー

ト の分岐，1~~あるいは合流出であ っ たのではないか。 砂5リJ

経路上の袈所を人類がくり返し:i!!iil!lあるいは滞在した結

以多数の石器とftuな税制tから成る第 I文化層の石(，rf

1庁が正釘草されたとも考えられる。

武 ITI泣跡群では「太平洋治i~~)レー トjとして 稲JJ県

iJi:通りから那珂台地東茨城内j也行方鹿山阿台地を

へて下総台地にいたる純山|のill跡、との|弘J:iliを追求する。

その一方で結J成台地なと'の L'， ~，件J凶部の遺跡では 「下~!Ì'

-.It総回目iJの諸遺跡との|則辿をiliZ止する <aI3)。こ

うした研究が将来 Pll，;lfな多くの発掘資料をもとに笑施

できるよう になると 定住生前や行政区分といった現代

打会の先入観に囚われない形で。111行総l時代当時におけ

る地成t!lの実体に少しずつ抜近できるとJYmする。

N 第E文化層の石器群

①茨城県における調査 ・研究路史

1969年 茨城県初の本的的な111石器遺跡の発品目調変で

ある品、jJI;j立跡では ソフ トロームからiJI土した487，1.~X の

1ï!J~の <1 ' に「石刃技法J とナイ 7 Jr~1í' r，ffの存在が桁摘さ

れた[JII山il972]。定型的なt品川のH¥土は少なく 。l時1111的・

~IIIJ的 1立iEづけは留保された。 1976年に調査された伏見
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遺跡 19791，Io別査の怖の竹越跡 1981'Fの ~Ítliif ill跡第2

次調査。 19841，f.の調IIIJ;¥遺跡第2次謝査の石器排も 亦jjE

遺跡と同様に定型的なRif.fAは少なく 小型の石刃が認め

られた。9.'2.がすイフ形石持とされた伏見遺跡は.rサ
イ7形石日告がまとま って発凡された最初の遺跡」と，'I'fdli

された[鴨志1111985]01970-80年代の編年案では.ソ

フトロームから出土する「ナイフ形石詩文化].r小型1i
刃石p，1):文化」ミ?と位iEづけられてきた [111附1979 金一f

1982 館野1982 鴨志1111985]。後述1るように |則点

平肝の南部で砂川JUJ;ri~iil作の共通理解が形成されるまで

一定の期間を要していたが ほ/1何時代的に茨城県でも

資料務税は進んでいた。 しかし1988>lo調査の武日l石市治

跡まで まとま った点数の定型的なナイフ形石器がH¥:L

する遺跡に遭遇しなかったことで 編年的な位i~づけを

目"工しがたい状況が続いたように見受けられる。

鈴木紫行氏は19941，1にi 政111石町逃跡と武1m割問J自制

約H文化胞の石器訂作を 氏以野台地の rw附'1'. J:. i¥j¥J 
の石器官「に対比した [鈴木1994]01995>1三には柄本田fMl

氏が「尖~1í総をともなわずにナイフ形石器のみでWt成さ

れ 石刃技法が目的若」との~~準で。「砂川 !VI対応する'i't

料」を挙げた[続本1995]。武旺l石市 武Hnq1r::j泣跡に

加え先述した橋の竹遺跡以前遺跡伏見遺跡 liffi

NO.ll' 12遺跡と 他にいくつかの採集資料が42示され

ている。釧原遺跡は 布樋尖Uli協や剖11原型彫協を主也と

した研究の中で。自12 次 ~O，~J3!tの資本1 が砂川WIないしそれ

以後と評価された [宇1111111995.鈴木1997]。

川口武彦氏はこうした先行研究を継示し 保然資料

なども加えて県内資料を集成した[JIII二12000b.2∞1 
2日02]。茨城県内 (市総地域)の砂川!VJには 燃加を組

成する，小鋭校逃跡が多い!傑1午を伴う泣跡が少ないな

どの特徴も指摘された。この'1'で赤浜遺跡は 武川巡跡

群第E文化情と同じく砂川JUJと位置づけられた (注14)。

さらに川口氏は '市総地域で砂川JUJ石器群を理解するに

は 京内'1ft型尖~Ji器を訂する石総群も視到に入れるべき

とも指摘している。この石器群l立。下総台地から鬼怒川

水系をへて波l~Jj稲川流域の 11下馬県東部に 王裂な逃跡が

分布する。 また信州既知的i石(昨潟県今井 三騎1:~: :ìll W~:~~

j[文化附第 i地内[1則口2007])や 硬質日岩 (午 ~~tl， ~

.I1~1~ ーノ台遺跡 111h"j文化府[辺沢1985])が Jj;( Ei1. J也か

ら主主〈離れた遺跡で多くI-B土するなと¥砂川WHi総1作と

111石器時代

はwなる特性をもっ。
②関東平野南北の砂川期研究

崎玉県所沢市の砂川地跡では.r-jイ 7形石器の素材
およびそれと等しい刃器を LI(j~的事Ij片とする剥片剥離技

術であって 間設打而石核のほ 11同一位mにある主剥)-~.

剥離作業面から 述統的に華1I縦作業をおこなう剥片剥

附技術」として「砂川 ll~J.)格技法」が提唱された[戸

沢1968. 戸沢 安 if.j~ 他錨 1974な ど ]0 iiUjiJ'l台地ではその

後 砂川逃跡と似た二IJlII縁加工ナイ 7形石P.ffの自に付〈

一昨がi.tff: を!.I~めた[佐藤 1970. II:U 涜引 1976. I~I石

1978 織笠1979会ど]。このーIttについて田中英吉l氏は。

ナイ 7形石器の「第 l形態Jと「第2形態J(小街でい

うこ側縁力11工と端部加工)のセ yト(注目) 両者に共

通する素材を供給する「剥)1-剥離作業」をも って「砂111

M式!日IJと定義した [11]'1'1979. 1984]。その後.相，m
~'f'台地で重層遺跡;の大組絞;州統治寄進むと L 21~j から

日日11汗を11¥土照ii'¥とする 「砂川!f."刃23技(1;Jで説明

できる剥片剥離 石材は凝灰岩:!iiやチャー卜など近.t~jの

忠柿が主体 有樋尖DIîP'1):を「悦逃外的」にi'I'う }~i が時認

されていった。

こうして一定の時IlIJをかけて 一つのi時期段階を

なす f砂川知IJの認議が同立した[諏訪WJ. jJ~ 1985 鈴

木 矢山 1988. 都市~11I11988. 1士I石1993など]。 この経緋を

へて①二側縁力11工と端部IJII工ナイフ形石器のセット

②I崎j設打而石核で打I日;刈主主 JTfr師再生のある大小の石刃

生産 ③近場の石材が主体 以上3山、[こ該当する石器l昨

は 附中日の異なる地域でも「砂川JUIJに対比されるよう

になる。一方で安お政雄氏は 砂川遺跡の資料で実施し

た例体別資料分析[弘J11f 戸沢1975]をもとに， JJ;q:ヲ ii~í

1'1過松のriiIと|ーにあたる11!1体と後半にあたる11'1体が 一つ

の遺跡:の中に共存する「似料のニnI舵IJJtとl時差ii'j'lyJ(第

1I閃上段左)を指摘した[安翁 1992]0I去に複数の遺跡

資料に広げて検討する'1'で.r 'ìi~'時製作常時l充梨J [野

1 11997] (第11図上段右)や 「地区内石材の常時搬入体

制IJ[μ凹1998]などと推理され iiij 後のl時JVJとは典な

る砂川!日l石器群に特桁のあり方と理解されるようになっ

ていった。

さら に。附:q~平山 では後 JUIIIHi 総l時代の後半JUJ にな

ると |ヒ部山地の周辺は生前~1111 として欣楽され 南部の

低平な台地に人類の土地利!日が集中するとも論じられた
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[安ii.i¥19日D 織笠1991 佐藤1997]。しかし武田石山遺跡

を含む1990年代後半の報告例により。今日では|刻JlI平野

の北部にも 砂川j明石総幹が同実に分布することが判明

している。ただしが1'1二JVIとは泣跡の分布市l主が大きくw
なることは怖かなので。litr"1ぷjり!とは拠なる人')J!ij!j動の附

[YIが今後の謀mである。この脈絡で武ITI遺跡群第百文化
府は IfI!lX:資料のーっとなっている。昨潟県の東長岡戸

チ|口追跡A地占第 I文化府(18∞占I.B土) 栃木県の八

幡根来3世跡 (約740占) 多功商J11逃跡 (3600点)が武

田石町遺跡とならぶ充実した内容の砂川WI石総昨であ

る。1R-1::{:[刊戸井口i立閥、は チャートを利用した尖頭器の

製作~H跡、を伴う点で 尖DJi協は製lfl:状態での搬入が多い

|則東平野南部とは異なる。多毛1)雨)j;(泣湖、は虫耀石が玉体

となる点で附京平野南部とは:isって見えるが石刃やナ

イ7JF;石器には河原山麓が多川され.格別に速くの石材

とは言えない(i王16) 。 尖UJi 1{~の照JTil石は信州産であり t

この点では相模野台地とむしろ共通する。rj:1部高地の111

hP石原産地に近い長町 UR長門町追分割~ 1 :砧跡第3文化府

[三木2001]は.原産地に近いことを反映して黒縦石が

主体でありながら も すイフ形石慌の形態組成や剥片剥

離の特徴において 関東平野の砂川J明石総群と共通して

いる。また八鰯根東遺跡では 山形り，Lなど東北地方日本

梅田[1産と考えられた光沢の強い硬質頁岩(報告性ではfJ

質頁岩)や。それにl刻述する凝灰岩野iが主体である。し

かし近年では より近坊の那珂川水系や市原火山周辺で

も 断口が光沢に市む珪質ノジューJレを含む岩体が報告

された[旺l村 困武他2003 旺l村2005]。これらが笑|努

に八幡般東遺跡なと関東平型jで出土する硬質頁岩である

のかとうか 卜分な吟味が望まれる。

このように関東平野北部や中部同地のIjlfy[1からは。判

定の追跡、や地域でとのような岩"が多く辿跡に残される

かは 集団の移民1)経路と石材採集タイミングとの兼ね合

いで変iもする線子がうかがえる。l見，j)j!平型l南部で指摘さ

れた。遺跡に近い複数の岩桂が主体との特徴も 部分的

な姿として包摂されてくるようである。

l品l口t!!J幸氏は東長岡戸チ|口遺跡の分析を通じて 砂川

JUI石総群の「石探製作桃造Jが 「石刃生産ンステム

不定Jr~剥片生産システム ， tû先JI~尖Yl[ffif製作システムか

らt{ltJまされる」とした(第11Ii'l1中段左)。その上で。「こ

れまで検出されている多くの砂川知lの石器群のあり方か

ら 石刃生産システムがï.~本となって個々の遺跡で展1m

され 不定形翠[1片生産システムと附先形尖頭探製作ーンス

テムは石材環境に影響されながら 伯仲の遺跡で変災帽

を持ちながら展開しているものと考えられるjと論じた

[附l二12ω4]。またrll}ll其人氏は干i.ilIlPij二ノ区逃閥、の分析

を通じて追跡から50km聞いlで採段、できる 「在地系石材」

と 「述附地系石材①~③J(それぞれ50-100km問内

l∞-150km閣内 150km閣外)では，f石総のライブヒス
トリー」の長さが異なることを指摘した[中JI12002](第

11li11下段)。

これらの議論は。 ~.It者が以前に武lTI石市遺跡;について

秘示した 獲得IIJJI時の長い石材と短い石材のモデル[加

藤長沼1998c]とも通じるものがある(第11図1:1:1段右)。

おそらく能者を含め 災なる契機で形成された各地の例

目[1遺跡について それぞれ別々に説明を試みていたとも

考えられる。ここでは各論者の川語を敢えて重ねた形で

(泊17) あらためてfI)者なりの3盟主rrを試みる。

1 : r述隔地系石材③と②」は 複数遺跡の|日Iに工松が
分散する「遺跡IIlJilliJTl ll'i Jで石材の獲得IIJJI悶と 「石

慌のライフヒストリー」は最も長い。多くの遺跡、で

断片的 客体的に現われ (製品状態での搬入など).

製作跡の検出は稀である。キlJi)(grf-台地には信州i'itZT.県

加石が「拾先形尖UJi1f品oUi'iJと結びっく事例が多く

「榊:iil外的」との剖{出lや， r尖DJi慌の専門的製作者集

1'11から入手」などと解釈された。八幡根東遺跡では

破!11頁岩も「石刃"1'_Ai'f J とも結びつき ? ナイ 7Jf~石

13などにも用いられている。

2 :f遠隔地系石材②と①」および「在地系石材」の良

nな一部(;1:，複数の遺跡の1111に工程が分散する「遺
跡[1¥]運用型」ではあるが。石材の獲得1m陥と「石器

のライフヒストリー」の長さは中程度である。「石

刃生産」と|品lilliL 多くの巡湖、で石刃の生涯が行わ

れ.製品や石核とともに搬入 搬出される。各地の

河床転諜や際問にrl:i却とする岩経と結びっく。平野市l

の込1跡に多く l拘束三r'U!i南部で指摘されてきた fJJ;t

半| の二重構成と時差消 Y'IJ や「地区内石材の'，;i~.1時搬

入」は 主としてこの部分の所見であろう。京長問

戸il 口遺跡:では「約先Jr~尖yJi総生産」にも結びつい
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ている。

3 : r述絹地石材①」と 「在地系石材Jの一部は 「不定
Jf5剥片生産」とl弘，IilliL ほほー遺跡、や一正](，住民~ I-j.]の

内部で工殺が完結する「逃跡内述月1型」である。石

材の獲得IIIIJ羽と「石器のライフヒス トリー」はもっ

とも短い。現れる遺跡と現れない遺跡、があり その

場限りの使JHと忠われる。

砂川!VI石税制Yを1-3から成るシステムとJlj[附するな

らば個別の遺跡や地械の:!F象を 部分的なJj[れブJのi主
いと Lて詰mlできる。次の諜j地は いかなる条例がこの

システムを成立させていたのか その空1111iT<ii 11lJはどこま

でか との!日1いとなる 。 この l~fJ いは。砂川!明石'(，，，I作のIf.f.

史的意義の評価とも一体と思われる。また問tI平に 笑際

の個別泣跡での現れブJの迎いを規定したJ~体的な~図は

何かとの問lいも生じよう。もちろん石部だけではなく 。

泣跡に残らない'i~j 協や木彬の製作使川や。今後の解明

が目指されるべき移動 居住システムとも不可分であろ

うから 現時点で自に見えている石器部分だけで すべ

てを型解しつくすことは困難かもしれない。

いずれにしてもti'SII文化防を残した人類は， 11、J戒にわ

たる石材 l~l:IJ'lを直鍛あるいはUH楼に知!っていた可能性 も

日い。年Iftlの大主|は一つの台地なと'II'll!i部のjj，い純1mに

ととまって怒らし 毎年特定の季節にだけ共同生活す

るメンバー全日でrJJ い 111地を鮭える広域移動に私1. り n~ L 

たのか，あるいは-f111のメンパーが別働部隊として必要

に応じて迷征したのか。それともIf.U!11として狭い純陛l内

で諮らしており 拠なる地域集団とfl1過した際や的側な

どの機会に 述方の石を附与交換で入手したのか。それ

ら複数の可能性についての検証が 方法も含めて将来の

謀題となる。

①武田遺跡群における補足的な論点

五，J)，主県内における砂川JUJ:l王様併については!新しい発

抑制ヨf14報告が追加されている今日でも!川IIL¥:による指

摘の骨子に変更を力11えるべき点はない。そこで以下では

武田遺跡群第H文化胞の石総計についての補足的な議論

を 県外資料への言及も含めた形でおこなう。

第 II 文化!百 (砂川 JUI~:i '(，詰 lrn が第 I 文化肘と大きく異

なる点は 多税茸lの石材にも 逃跡内で <1主jや縦長剥

片の生産にl民Liiliする扱合資料や石核(石刃核)が数多く

22 

認められることである。武口l石町遺跡の石刃生産(接合

資料あるいは石刃核の存在)は ガラス11J:銀色安山岩と

メノウの1也にも チャート ホルンブエJレス メノウの

集合岩 fj玉 (!r~玉石) ， rtiU立岩国化木に認められる。

第I文化11'1では出土していない岩H!もある(珪化木.メ

ノウの集合岩)。石刃にJJJいる岩H!の仰は。第 I文化情

よりも格段に広い。

fi'; II文化防の石刃や縦長剥片1;1，u¥ 1文化陪と比較す

ると滞手 小型である。加藤博文氏は 武f日石市遺跡で

は石材の岩f，[iをiU!えて 中日I.O-1.5cmの縦長景IJ片や石刃

が多く妓されている ことをIljJらかにした[加藤 長沼

1 998b]。ブイ 7)巨石ifFなと企の紫材としては幅が狭いに

もかかわらず 出数はまとま っている。そこで 「サイド

プレイド様」に使用されたと解釈した。刃器であり か

つナイフ形石昔話などの素材でもあるとの観tは。砂川l遺

跡、で従示されており 武旺l遺跡mでも追認されたことに
なる。さらに加藤氏は 製品の状態で{般入された日mu
岩や流紋岩の「非在地J 石材によるナイ 7Jf~石器と ほ

ぼ同じ形態のナイフ形石昔話を 逃『骨内ではメノウ ガラ

ス賀県色安1.11岩チャートなどで製作していると指摘し

移動の先々で「石器装備を術充」したことを示すと解釈

した[加旅 ・Hi!J，1998cl。

<=i主]や縦長幸IJJ十の生産にl見.1:&する 接合資料や剥自Irの

開始直後に停止した石核から原石形状が想定できる例は

すべて河lぶないし際照での採集を示唆する転様である。

第12[21に代表的な接合例を示した。抜数の岩稜があるが

い-9"j'lも目l石の姿に完全には戻らない。泣跡(発』問調査

l互)の外で事IJ離が進行した状態で持ち込まれた あるい

は生産物を持ち出したことがIlj]らかである。これに対

Lて第13図に示す武III西崎遺跡A地点の鍛合資料1;1， 1.日

石形状がほぼ復元されたI刈である。長径が10cm程度のJJ[，

珂川系ガラス賀県色安山岩の起 [:r.J~告を石核の素材 lこmい

ている 。 rnffi ~州政を 1111 えて縦長fJ!1J)Ol を事IJ~[i: したのちに判

Tffiを1800ilii;f止し あらためて小Ji!1石刃の剥雌を試みてい

る。打ilrrの転1立後は作業而の'1"1.立に兄テップが生じてL

まい結よ1'(10に整った石刃の此~[には失敗したが背而

に自然而を広〈残す厚手の剥片2}~i は 削*fに加工され

た。おそらく首尾よく逃まなかったために 石核はこの

坊にうち捨てられたのであろう。

第 l文化府では斧形石総に利JfJされたホルンフエJレス
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山
一品頁質

J
Y
F

珪

動

111ィi(，~時代

@-~\9 

~.&.~ tJ 

母

メノウ

碧玉(黄玉石)

碧玉(黄玉石)

メノウ メノウ

珪化木

。 10cm 

第12図 第 E文化層の接合資料武田石高遺跡 (若色は石核部分)
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I全体の接合状況

(着色は石核部分)

E打面調整と縦長剥片の剥離 凹打面を180度転移して剥離

グI

接合に含まれる削;得

。 10cm 島
N遺跡に残された
両設打面の石核

第13図 第E文化府の転礁を繁材とした石刃生産(武田西塙遺跡A地点)

でも 第E文化府では石刃が生産されている。これを第

14図に示す。第14図の3は作業面長軸の全体ではなく

丈の短い石刃ないし縦長号IJ片が剥離されているにもかか

わらず，原石自体は大きい。砂川JVJ石25群の石刃生産の

特徴として。大小の石刃を同一の石核から剥附するとの

指摘があ り[I~EEll 996 J.本ft1'1もこれに合致する。先

述したようにメノウなどの採集は困難な中流域-T流

域の河床でも 頑丈で;IIIJれにくいホルンフェJレスならば
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大きなJJ;t石を入手しやすい。おそらく他の岩粧の採段、が

困難となっている平野部を移動している際には、ホJレン

ブエ jレスはお1い利用問Ii他をもった可能性がある。同じよ

うな ~r~のすイ 7形石器を 同じよ うな素材 (石刃ないし

縦長剥片)で作るにもかかわらず なぜ多種類の石材を

!TIいるのか。かつて指摘したこの疑問に対 して[加藤

長沼1998cl。移動経路の'1'で刻々と変わってゆく集団の

佐世において 採集の谷易さ l狙雄さといった観点から
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ζ。

。 10cm 

第14図 第E文化Ii'lのホルンフェルスを利用した石刃核(武田石高遺跡)

考えることもできる。ホルンフエ Jレスはその一例である

けれども 他の宕縫にもそれぞれ固有の分布や性質から

くる事情や利点があったに追いない。

多記[(類の石材で石刃を生産する ことに加えて 多くの

遺跡や地点で石刃生産の民跡が認められることも。第 I

文化府との大きな述いである。石1*十集中を榊成する赤浜

遺跡析の作遺跡北の台遺跡半分山遺跡羽以山遺

跡大戸富士山遺跡薬師入遺跡伏見逃跡 l品l城IIIJ西

111遺跡なとでは 報告55で確認する限りでも おしなべ

て石核や石核剖監事IJ片jiiが出土している。すべての:ili跡

で良好な接合資料が附認 報告されているわけではない

が詳細に分析することで先述した関東平野市Wl~で指
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摘された flJ;[料のニm:椛成とl時差iili~Ji Jや「常時製作 ー

常時廃楽」を 武田遺跡群の近接地域でも追認できる可

能憎が日い。仮に追認が雌実となれば 附東平野の南部

と同様の相会仙沼=環境への適応戦略による生活が 関

東平野の !ヒ部にも展閉していたお扶制が日まる。

ところで関東平野の南部では 千点以上の石器が多数

の石結集中をなす逃跡は.付近の主主J河川の河床礁に逃

跡出土の石器石材が含まれる (かつて含まれ得た)地所

に分布している (泊18)。丹沢山地の緑色凝灰岩類を河

床礁に含む 相模川が形成した相似釘台地の架原ftl'丸泣

跡第V文化問[鈴木1984JやI 長J}a汀:fjr:(jlV文化陪 [麻生

1987].奥多目ぞのチャート類やIMJ東山地のホルンフエjレ
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スをt河H可TI床よ際に合む 多欧川が?形巴!成正した武i蹴主F野f'f'i地附剖部1の

I~で勺!以瓜 日士見l町町起泣I跡[凹F昨?れu 林2お008幻]なとど，である。r'，叫;バι;作3 
H 

た石材補給が前f提Eとなることカか、ら i後五刻j卯矧り切l旧石日総品l時時代1前}油ij'1三司半lド司

j則g剖lと比較すると@せまい純1!lI内の土地を利川 していたと

J命じられている[佐日告1997]01刻京平野lヒ部でも京以W，I

戸~ I一日泣跡ではチャー 卜 が8296 を，!ïめ 媛合資料から;1正

際が復元されている[lM1口2∞4]。遺跡に近いiJ!i良瀬川
の河床礁との関係を也17主できる。

武III遺跡討を含む茨城県の北部では 那珂川や久慈川

の際榊成に支えられているのであろう o 武IJ:I石山泣跡で

は.J;!;化木やメノウの集合岩といったマイナーな岩組も

石:mllの石材としている山に 限られた空Iiリ純凶のIJ'

で資源開発を1ftl進めた一端が現れているのかもしれ

ない。近場で採集できる岩部のrl:lで 石刃fllとする組事l

の仰を広くとったのであろうか。第14図に示したホJレン

フエjレスによる石刃生産を この脈絡の':1-1で考えること

もできる。

しかし武蔵世]，台地の大規模遺跡、では 吉祥寺南町1丁

目遺跡E地点W上文化府 [角以 山村1996]や天組事II

初来遺跡第 I文化府 [;，Uil， 償日|飽198焔]など 多国民川

の河床傑に含まれない以外T石が多い例もある。これらの

泊目かでも珪質頁岩やチャーl ホルンフェルスなど 多

国E川の岩f1I!も多数出土している(思耀石は小片が多く占

数を押し上げている)。日稲術泣跡第111府下部-IV l(oj上

部の石官fffr下は tJj土石総は61 2}.~:i と大規模な逃跡ではな

いが製品!石と1i:E'Cl1:r岩が点数で約7割jを占める [1λi:1L 

木村他1989] 。 キ目 ft~目[台地でも杭 III 丙二 ノ区追跡t!\II文

化問はヰ目絞川の緑色凝灰岩Jti を 玉体とする606}.~~の石掃

の'1'に利根川水系の烈色頁岩や 日本海側肢とjlt定

される光沢の強いl硬質頁岩も目立つ[峰 山中惚1999]。

こうしたZjJ例は。せまい純凶に収数 ー集中 した g:.il~' ~~IIH

という理解と矛盾するかに見える。

はたしてとのよ うな行動が この現象を形成したので

あろうか。この頃になると以石の搬入地点が判定化され。

そこに石材をまとめて多i止に一括搬入して集'.1-'的に)'i

J]I! ' iiHfし そうした場所を居住基地として 移動の拠

収ないし中心地とする行動が発生した との解釈がある

[1斗任11998図武2003.111村2006]。思純正lや限rH1i什も
活動拠，占に一括搬入された石11のうちの一部として説明l

することになる。 この解釈では n \土}~.i数や石器集1-1:1の数

が多い発Jll:訓資区 (逃助)を。 そのまま行動上の中心地

や拠点な どと理解する。 しかし 大規紋:ill跡の一つであ

る架!日li'l'丸J自跡では 小規桜な滞在がiTIね岱かれて 「見

かけ上」大鋭般に見える可能怖が例f4'別資料分析によっ

て指摘されている[鈴木1984]。

武h克明台地で述ブJの岩粧が目立つ遺跡、には チ|のm{池

をはじめ 台地内小河川の淑~j~ となる ijJj水に近い特徴も

ある。そこで日I1の解釈と して 特定の季節などに毎年

同じ方而からの旅程で必ず立ち寄ることになっていたポ

イントがあって そこに残した一回の活動痕跡は小鋭政

でも長いiPIにわたってm絞Lた斜i*が 「見かけーlのJ
大規t提起I跡、となり その中で議制行などが目立っている

ことはあり仰ないだろうか。一折搬入地点や活動拠点と

は考えにくいような小規模遺跡、でも期締石や硬貨頁岩が

目立つ例があることも 原石を入手したタイミングに近

い活動.jj-.f.跡として説明できる。もちろん すべての大規

模逃跡を}械に「重ね:!?きの保有uとは断定できない。
しかし一線に前卸Jの中心地や拠}~~.とみなす根拠も 。 同 じ

程度に定かとは言えまい。

それぞれの解釈の妥当性を高めたり 比較したりする

には mね出きか否かを一つ一つの発抑制査区 (遺跡)
ごとに附析し例別に吟味 許制I1する手続きが必嬰とな

る。武日l石山遺跡の既報告では こうしたl吟味の主張悩

が研究動tilJとして顕在化する以前であったこともあり

卜分に来たせていない。繰り返しになるが 人類活動を

高解像度で議論するためには 行為jJi跡の単位性を11今川に

する必裂がある。また一つの見!仰を主引をするだけでは 1

分ではなく 複数の興なる解釈家を11112した仁で いず

れがより妥当なのか あるいは柴却されるべきなのか

遺跡n\土の考古資料を ~Jいて比較すること(仮説検話法)

も重要と考える。

おわりに

武田逃湖、1洋は 那珂川に関連する各位石材の採集可能

地に近いことに加え。東北地方南部の山地とl刻耳1平野

あるいは先述した内陸部と海山i滑なと¥異なる環境資源

の按内lこ位iu:している。先史J'iJii¥採集相会の行動型をJjII

解する上で!外すことのできないIFI石持貸料であると考

える。釘 I文化附!第E文化府ともに 現時占ではJti例
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の少ない地域での;調交が進むことで それらとの比較'it

料として今後も耳r要性が増すにi事いない。小杭はやや総

評的な戸、l谷となったが。あ くまでも既報告の3冊 (武111

石高武IIliL4JJ;ι 武田原前)における例目IJ的具体的な

記載と一体のものである。 また小杭の日的 l 武fl]i!1跡

群では石総!trl'を検出していないIFlli~"I時代の他時JUJの

石器群については。ほとんど触れていないことにもお討

しを頂きたい。

鈴木紫1Tf¥;には 筆者が学部生のMj分から武田遺跡、仰

の旧石然資料のまf耳目と報告メンバーに)111えてmき この
たひ1立小都をfJttll:する機会も!!日った。川口武彦氏からは

石材調査や文献調査で多くのこ'教示を i 注田恵一氏から

は折にふれて茨城県内の旧石総研究の動向をご教示いた

だいている。 川崎*Ití!~~ 鴨志111鰐二 柄本!日μk 柴凹倣

山本誌の祁先生には 2002ilミのIIHi器シンポジウム実行

委員会で多くのこ古文示をI!\bった。 末~ftではありますが記

して深〈感渇いたします。

3主

I 文化府の設定はl証制i告を踏襲する。緬年J，O)I時期が拠なる
石器群の大きなiftイしを考えるfl!拠はないと半'II!Irしているが
複数回の活動棋跡がlliね性かれている可能也は残る。行為以

跡や活動jj!跡のljlf.立性をいかに評価するのか行動諭研究に

おける解釈の妥当性や検証可能性とも附辿して 近年あらた

めて議論となっている[長潟印刷中会ど]。

2 サイフ形石慌のm~{f と概念を再検討寸る議論がある[安斎

2∞3. ~J'Oi~i2日 37a ，，:ど]。 これによるとよHìlll! lI工(第 2 医!の 3.4 )
や部分加工 (7. 9-11)は サイフ形石器ではなく )l~ 

部加工石刃ゃ尖iifj形石器などとl呼ぶべきものである。今後こ

う L た 1m;詣はiI(~ となると f在者も考えるが小稿では悶[朝{{!~.

との述i能性艶合七iを1[(視し すイフ形石践をめぐるJTJjftと
分類五，~iW{ま l旺報告を路摂する。

3 1正報告では「蝶f(ffJというI17をJIIいてきたが 人為的な石
訓り行為で形成された「剥離frriJに対寸る概念と Lては 人

為ではないとの合訟の占で 「自然liiiJという誌がふさわL
いと改めた。

4 武田石町逃跡 <t!1II文化的)では 縦長軍1I片と石刃は形態

的に述統的 漸務的であり 接合資料などからも両苫を分け

る必要を感じなかったが逆にすべてを「石刃jと銘打つこ

とも縦断された。そこで「石刃jの川1!?を避けて 「縦長手1[1;
(石刃)Jとし 長師比が2 以上になる剥片の中で河川

禄および;lriJ日の校が平行する ものと定i民Lた[加藤 :FU(l 

1998a]。しかし武111le411::;逃跡では特に第 I文化府において

石刃とその他の刊I片類は石材や剥片ポ1I離のあり方が大きく日!

なっていたことから 石刃という分#iJl'i11をiu:<古義が大き
いと判断した。そこで「縦長剥片(石刃)Jを 単に「石刃J
と改めた。定義は同じである。小杭でも引き続き両文化府で

「石刃」の却を!日いる。

5 LGMは |制点ヰ!.tl'j'では武球肝台j也V府-IV府下部段附1i

器聞に相当すると}-~られてきたが [;)Ii;!万川 1996 工藤2∞丸
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ど]. V防--!V府下部段階石器群の年代測定例はわずかであ
りさらなる測定事例の都新が望まれる。また人工遺物(石器)

の特彼で分節されてきた「段階」など編年上の1jl[立が その

まま)Lごとi'i環境イベ/トに対応寸るとの見通しは磁かに分

かりやすい。はたLて本当にそうなのかは 附別'1'例による

検証の帯脱が必裂であり 短期的に結論づけられる諜題で

はない。小伯では V̂"1--1V fo1下部段|帯石総昨だけでなく 砂
川 JUI石r.~群も L GMに附辿する可能性を I~~官lする立場をとっ
て'‘~。
6 .W;本勝雄氏は編'1'去のIIblVI(v 附-IVM下部段階石器群)

に 武IJlle4怖を加えている[橋本2002]。たしかに武田西稿

遺跡では IJ b JUIに料徴的な切山形に近いナイフ形石器やf'J

111状石器がI.B土している。しかしt)J11¥形に近いナイフ形石器
は遺構班土地、bの11¥土で 石器集中にや|うものではない。F

地点のIIJlllik:ri:1;;は 斧形石器と台形悌石慌の製作にl剖する
石器集中付近から 1.1.\土している 。 この石:f~mqlの全体を E 

b JOIと判断することには蕪理がある。IIa山1にもfIJ錐状石協
のような形態の1i慌がl'ドう ことがあるとの~I!解も可能である

し またFJ也占にはwなる編年mfJVIの活動保跡が量i'Jl'}かれ
ているとの説明も可能である。

7 1，1扶而を残さない石器は お宮lやその近くで採集した岩間

やJII~震の可能性もある。 しかし出土遺物にもとづいた梢極的

な主肢もできない (反証不可能)。

8 金干進氏によれば[金子1982l.1975'1のJ、城県歴史教育
館主lillのLE史教育講座における発表資料で 佐藤述夫氏は無

土器文化的JUI(ナイフ形石器と小型石桁)を「いわば南方;干

の文化」とするー力 紙土器文化後!日1(釧 lï (，~や長者久保，f.

行)を「いわば北方系の文化」 と記していた。佐藤氏の見解

は 年fe"f:やi1i環境i足元なとも含めた研究の脈絡が当時とは
大きく興なる今Hから見ても示唆に日む部分がある。

9 竹岡俊樹氏は型式論を重視する立場から こ隠構造論を

強〈批判 L た [竹 l~j2oo3]。一つの発制調fr区や文化府など

ともすれば-ll~'悩 が 1，I IVI視される単位についても分解できる

可能性を量悦する内では 旧石総遺跡において行為痕跡の単

位をどうjJlλるかとの 注 lで触れた課題とも|則迎寸るo

10 八風山日泣跡のように石核素材の小口前から剥離1る手法

と これとは見なり円周上に打占を移動1る1-i刃核とで E 

a WJ古段階にあたる純聞の内部をさらに編年的に細別できる

との窓見がある[安斎2∞3 厨武2∞5会ど]。 大きな原石から
の石刃生産をiIIf慌に そっした151石を探JfiできるIIJ地を移動

続出t内にliilH記した"'i1iいi時WJと 平野郎でも採集できる小さい

河床転僚で石刃を ~t nrr寸るよ うになった新 Lい時間のi主いで

あり 遊動範凹!の縮小や地域生態f、への適応の深化を示すと
いう。後述する抗 日文化時(砂川!日j石総俳)と 第 I文化府

の石刃生障との述いについてであれば 強い説得力がある。

ただし安斎氏らが正リ:Hするような 11a JUJti段附内の細分につ
いては 地学的に確実な層位的出土{刊や数他年代による検証

が!日l侍される。
11 武田国 jl:，~jfi跡でi'!\土した銭縮石の中には 望月明彦氏の1it

光X線分析で向山口111'1;詰沢と判別された例がある。ただし第

l文化府出土石脱会体の中で県縦石の占める削合は 占数

.ill iû:とも極めて H~ l，.\ o また川口武彦氏による 市原山産の可

能性がある111矧石lI.i土例の集成によると[川仁12oo8b] 第I

文化府に相当する IJa JUJ古段階は今のとこゐ茨械県内で3逃
拘16占と |日石狩時代の他の時開lよりも少ない。

12 武田西塙遺跡にも神津山恩馳 I;~ と半1[別された県~l石はあ

る。技術上の特徴に欠ける小片平 ローム府中ではなく後世

の足I榊説土からの11¥こlであるため 第 l文化防に侃属する雌

肢は向くはない。
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13 同じガラス賀県色安山岩でも県北では那珂川系が多く ~J 

南西部~南部では日光系 (以前の表記では武子川 姿川産)

が多いとの肉IIJl観察による経験tlllは[柴田2∞2.長沼2∞2].

「太平ι羊岸ルー 卜」と「下野一北総回廊Jとのi主いとして説
明できる。

14 赤浜遺跡を {;!i;本氏は小型尖頭部を特徴とする Uc IVIグ
ループCと見る[柿本1995.2∞2]。川口氏はグループAと

見る根拠として 縦長剥片のげ面や石核に間設II而のものが
合まれる占を重視した[1111こ12αXlbl。報告件によると小型尖

顕器は l点のみ。ナイフ形石器にも定型的なものはないので

一方の説を強〈擁護ないし却下することは困難である。

15 田中英司氏の r-Jイ 7jfj石器第2形態jは 「端部加工ナ

イフ形石総」と 一対ーで対応するわけではないとの指摘が

ある[西井2004]。小杭ではこの議論には立ち入らず およ

そ対応すると型解しておく。

16 相続野台地では例外的に鼎船石が主体となる. Ttiil'l冶山泣

跡0401造物集中[望月1996] 本参川逃跡B1111当防flI-fの
UlJ府部 (L2)石器群[宮啄矢品憶1974]は JP，雌石とは
いえ箱根産であり 多功南原遺跡の高原山産と同じ脈絡とい

えよう。

17 ~在者は本来「述隔地石材 Jの語[稲田 1984] を使用しない[加

藤 長沼1998cなど]。 集百|のl立i世が遊動生ft!"iの'1'で変われば

同じ岩極でも「述隔地Jになったり「在地Jになったりと変
化すると考えるからである。

18 対照的に礁河床の主要河川に而していない下総台地では

旧石~lj: 1時代の他11寺山!の;岬査例が多い割には砂川即1石器昨の捌

査例が少なく 出土点数も少ない逃跡ばかりとなっている。

その替わりのように 京内野型尖頭部の石総llftJ<大規模遺跡

も含めて汲密に分布し 下総台地の石材環境とi出迎させた議
論がある[字回川1995 佐藤1995 岡武2002 氷原2∞4 凹

村2008会ど]。茨城県の南部でも砂川!UI石総昨は今のところ小

規都!な遺跡ばかりで |可 じ状況が下総台地から辿統するよう

である[窪田2∞oなど]。 砂川IVI石器群と東内野型尖iJi慌の石
器群では石材の迎川が拠なることから 集団の砂動経路も異

なっていた可能世もある。l!iiに両石器群が年代上ほほ同時lVl

または並行する部分があるとすれば社会慣習や環境への適

応戦略を興にしていた集団 (異なる地域集団)であった蓋然

性もIEいことになる。ただし当時の社会には 却|他的な土地
の~ft有は想定しがたい。おそらく阿柴田の軌跡は Ii1J-~ U1] (敢

えて「地域jの1!?を避ける)の中で 交錯していたのかもし
れない[辺淳2∞仇ど]。 検証は悶難だが こう考えると 却i

郎遺跡第 l次澗査や小組追跡など茨城県内の京内Wi型尖頭

器やそれに関連する布樋 (jffi1f1(り)尖頭部の遺跡、が 砂川目j

石器群の分布範凶を超えて飛ぴ地的に分布する現担とも監合

する。
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